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人 口

にぎわい

施 策

財 源

住む人が増えて商売が
儲かったらまちも潤う
ね～

商店街のほうにお
店が増えてなんか
にぎやかになった
がやない。

こどもが育てや
すいまちがやっ
ぱりえいね～！

最近、まちなかを
歩るきゆ人がふえ
ちゃあせん？
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文化的施設

図書館 美術館
展示

コミュニティ
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比較項目 旧庁舎跡地 窪川駅前

回遊性
窪川駅～遍路道～岩本寺の約6万8000

平米の回遊性を実現

窪川駅周辺で約2万7000平米の回遊性を実

現

確実性 公共事業として安定 現段階では事業性が不明

経済性 町有地につき原則的に追加負担なし 私有地につき賃料支払いが継続的に発生

拡張性

岩本寺、美馬旅館、古民家カフェ半平

等との連動性が高く、周辺にリノベー

ション余地のある物件多数

窪川駅、信金支店、町庁舎等、利用用途

が明確に規定されている施設が周辺に多

く、拡張性に乏しい

利便性
窪川駅を起点とした場合、若干の距離

が発生。駐車場確保は問題なし

窪川駅を起点とした場合、利便性が高い。

ただし、駐車場確保には課題あり、かつ

交通渋滞の要因となりうる

将来性 町財政が健全な限り問題なし
事業者が破綻した場合、町が施設買取を

せざるを得ない可能性あり
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１．中心市街地とは…

第２次四万十町総合振興計画

四万十町市街地再生基本構想

四万十町窪川地域中心市街地活性化計画

四万十町窪川中心市街地活性化協議会

協議会ワーキンググループ

事業の提案 事業の承認

事業の実施

総合振興計画を補完し、窪川、大正、十和の市街地
再生に向けての整備方針を位置づけ（ゾーニング）

基本構想を受け、窪川地域中心市街地の目指す姿を
示すものとして、具体的な取り組みを位置づけ

計画範囲

昭和に商店街として栄えた本町通商店街、吉見町商店
街に加えて、お遍路効果を期待できる岩本寺から古民家
カフェ半平までの通りを中心とした範囲を設定。

しまんと街おこし応援団

四万十町商工会

目標
窪川中心市街地の活性化に向けた
商店街の「にぎわいづくり」

➤古書街道
（あっと本町：にぎわい拠点、古書街道１号店）

➤まち遊び

➤自由なアトリエ

➤くぼかわ街あかりプロジェクト

➤くぼかわ案内MAP

➤くぼかわ発の体験型観光事業 等

➤チャレンジショップ事業

令和２年度の事業内容
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２．窪川地域中心市街地の活性化に向けた取組
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企業の活動 
（キャッシュ・フロー）

a. 営業活動‥‥本業の営業活動

b. 投資活動‥‥固定資産や株式への投資

c. 財務活動‥‥資金調達や借入金の返済

都市経営 

の活動

市民サービスと税収

まちづくりと人材育成

町債（地方債）と積立基金

減

減
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土地の収益力が 

激減

路線価の下落 

固定資産税の激減

まちへの期待、興味が激減

都市経営の 

負のスパイラル

小さなまちだからこそ 

できる公共サービス

自分のまちに 

責任をもつ町民

暮らしの 

質の向上

多様化するニーズに 

公民連携で対応

地域の魅力 

利便性が向上

選ばれるまちへ
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